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先
天
性
難
聴
の
発
生
頻
度

は
１
千
人
に
１
人
と
推
定
さ

れ
て
お
り
、
先
天
性
疾
患
の

中
で
最
も
高
頻
度
に
認
め
ら

れ
る
疾
患
の
１
つ
で
す
。
原

因
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お

り
、
そ
の
原
因
ご
と
に
外
耳
。

中
耳
・
内
耳
な
ど
の
部
位
に

障
害
を
受
け
て
、
異
な
る
聴

力
型
や
経
過
を
た
ど
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年

の
調
査
で
は
、
先
天
性
難
聴

の
原
因
の
少
な
く
と
も
印
～

帥
％
は
遣
伝
子
が
関
与
し
て

い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
妬
％
程
度
は

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
外
傷
、

薬
剤
な
ど
非
遺
伝
性
の
原
因

に
よ
る
難
聴
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
遣
伝
子
に
よ
る
難
聴

）
遣
伝
子
に
よ
る
難
聴

�

は
な
く
一
般
的
な
こ
と
と
考
り
、
難
聴
に
対
す
る
正
確
な
率
よ
く
解
析
す
る
こ
と
が
可

し
て
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｇ
１
遣
伝
子
、
め
て
い
ま
す
。
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⑧耳鼻咽喉科疾患～遺伝性難聴について

診
断
や
治
療
法
を
選
択
す
る
能
に

北
大
病
院
臨
床
遺
伝
子
診
療
部

上
で
、
遺
伝
学
的
検
査
は
非
�
保

常
に
有
用
と
考
え
ら
れ
て
い
ら
記

森
田

真
也

ます．２０１２年度から昌一
（
耳
鼻
咽
喉
科
）
先
天
性
難
膳
対
す
る
遣
伝
る
這

学
的
検
査
が
保
険
収
載
さ
た
唾

の
う
ち
帥
％
程
度
が
常
染
色
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

れ
、
難
聴
に
関
与
す
る
娼
遣
た
（
｜

体
劣
性
遺
伝
形
式
を
取
る
と

現
在
、
難
聴
に
関
連
し
て
伝
子
妬
変
異
に
つ
い
て
血
液
子
蛮

考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
場
い
る
と
さ
れ
る
遣
伝
子
は
、
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
検
ロ
接
〈

合
、
両
親
の
ほ
と
ん
ど
が
難
１
０
０
種
類
ほ
ど
同
定
さ
れ
索
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
そ

聴
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
て
い
ま
す
。
今
後
医
学
の
発
の
後
、
対
象
遣
伝
子
が
巧
年

ま
た
ま
難
聴
に
な
り
や
す
い
展
に
伴
っ
て
、
さ
ら
に
同
定
８
月
加
日
よ
り
四
遺
伝
子
１

遣
伝
子
を
持
っ
て
い
る
人
同
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
５
４
変
異
に
拡
大
さ
れ
、
さ

果
士
の
子
ど
も
に
、
一
定
の
確
の
状
況
は
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ら
に
躯
年
９
月
加
日
よ
り
卵
結

率で難聴が起きることがジなどで公開されていま遺伝子１１３５変異と大潅�
あ
り
ま
す
。
先
天
性
難
聴
の
す
含
ヰ
ロ
ミ
ゴ
①
司
の
昌
圃
幅
に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
さ
れ
的
銅

原
因
と
な
る
遣
伝
子
は
、
健
弓
望
ゴ
の
凹
吋
目
四
○
ｍ
い
・
○
吋
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
狸

聴の人でも鋤～卵人に１㈹、）。遣伝子のタイプに現在までに日本人の難聴蔀Ｇ
人
の
割
合
で
保
因
す
る
と
さ
よ
っ
て
は
難
聴
の
程
度
や
進
者
か
ら
発
見
さ
れ
た
難
聴
遣

れ
て
お
り
、
特
別
な
こ
と
で
行
が
推
測
可
能
な
も
の
も
あ
伝
子
の
代
表
的
な
変
異
を
効

は
な
く
一
般
的
な
こ
と
と
考
り
、
難
聴
に
対
す
る
正
確
な
率
よ
く
解
析
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

２
６
Ａ
４
遺
伝
子
変
異
（
ホ
で
き
ま
し
た
。
吃
年
か
ら
Ⅳ

保
険
収
載
さ
れ
た
皿
年
か
モ
／
複
合
へ
テ
ロ
接
合
体
）
年
ま
で
の
期
間
と
旭
年
か
ら

ら
詔
年
現
在
ま
で
の
期
間
、
９
例
、
Ｃ
Ｄ
Ｈ
２
３
遣
伝
子
”
年
現
在
ま
で
の
期
間
で
比

耳
鼻
咽
喉
科
で
難
聴
に
対
す
変
異
５
例
、
○
Ｔ
○
Ｆ
遺
伝
較
す
る
と
へ
難
聴
の
原
因
遣

る
遺
伝
学
的
検
査
を
実
施
し
子
変
異
（
複
合
へ
テ
ロ
接
合
伝
子
が
同
定
さ
れ
る
割
合
と

た
症
例
数
は
１
４
８
例
で
し
体
）
３
例
、
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
遣
伝
子
変
異
の
種
類
が
増

た
（
図
）
。
Ｇ
Ｊ
Ｂ
２
遣
伝
３
遺
伝
子
変
異
３
例
な
ど
恥
え
て
き
て
お
り
、
遺
伝
学
的

子
変
異
（
ホ
モ
／
複
合
ヘ
テ
種
類
の
難
聴
に
関
す
る
遺
伝
検
査
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
の

ロ
接
合
体
）
吃
例
、
Ｓ
Ｌ
Ｃ
子
変
異
を
同
定
す
る
こ
と
が
重
要
性
を
再
認
識
で
き
ま
し
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た
。
難
聴
の
原
因
遺
伝
子
が
Ｃ
Ｄ
Ｈ
２
３
遣
伝
子
、
Ｃ
Ｏ

特
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
ど
Ｃ
Ｈ
遣
伝
子
、
Ｋ
Ｃ
Ｎ
Ｑ
４

の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
難
聴
な
遣
伝
子
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ａ
遣
伝

の
か
、
将
来
進
行
す
る
の
か
、
子
、
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
３
遣
伝

予
防
は
可
能
な
の
か
、
補
聴
子
、
Ｗ
Ｆ
Ｓ
１
遣
伝
子
、
Ｅ

器
や
人
工
内
耳
は
有
効
な
の
Ｙ
Ａ
４
遣
伝
子
、
Ｍ
Ｙ
Ｏ
６

か
、
難
聴
以
外
に
ど
の
よ
う
遣
伝
子
、
Ｍ
Ｙ
Ｏ
１
５
Ａ
遣

な
症
状
や
病
気
を
伴
う
の
か
伝
子
、
Ｐ
Ｏ
Ｕ
４
Ｆ
３
遺
伝

な
ど
遣
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
子
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
遺
伝

上
有
用
な
情
報
が
得
ら
れ
る
子
変
異
の
同
定
が
必
要
と
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
た
っ
て
お
り
、
難
聴
に
対
す
る

だ
し
、
這
伝
子
治
療
を
含
め
遣
伝
学
的
検
査
の
必
要
性
が
一

た
難
聴
に
対
す
る
根
本
的
治
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
皿

療
に
は
、
必
ず
し
も
結
び
付
種
類
の
遺
伝
子
以
外
に
も
若

か
な
い
場
合
が
あ
る
と
い
う
年
発
症
型
両
側
性
感
音
難
聴

こ
と
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
の
原
因
と
な
る
遣
伝
子
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
指
定
難
病
る
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
当

３
０
４
に
若
年
発
症
型
両
側
科
は
「
難
治
性
聴
覚
障
害
に

性
感
音
難
聴
が
収
載
さ
れ
て
関
す
る
調
査
研
究
班
」
の
分

い
ま
す
が
、
原
因
遺
伝
子
と
担
研
究
者
と
し
て
研
究
を
進


